
幌延町開基120年記念式典①

幌延町開基120年記念式典
　幌延町は、明治32年に開拓の鍬が下ろされてから平成30年で120年を迎えました。　
　北緯45度の厳しい風雪に耐え、幾多の苦難を乗り越えて、今日の礎を築かれた先人に感謝するととも
に、輝かしい未来につながることを祈念して、平成30年10月20日㈯に、幌延町深地層研究センター国際
交流施設で「幌延町開基120年記念式典」を開催しました。
　プロローグでは、開基120年記念映像「未来へつなぐ幌延町120年の軌跡」を上映し、岩川副町長によ

る開式のことば、国歌斉唱、先人への黙祷と進めら
れ、野々村町長による式辞、植村議長による挨拶の
後に、幌延町開基120年記念表彰、幌延町条例表彰
を執り行いました。続いて、受賞者謝辞、来賓祝辞、
記念演奏が行われ、高橋副議長による万歳三唱、木
澤教育長による閉式のことばで式典を締めくくりま
した。
　式典には、開基120年記念表彰・条例表彰受賞者
や来賓などを含め、約120名が出席しました。

　
本
日
こ
こ
に
、
幌
延
町
開
基

一
二
〇
年
記
念
式
典
を
執
り
行

う
に
あ
た
り
、
時
節
柄
ご
多
用

の
折
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
来

賓
各
位
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆

様
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ

り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
幌
延
町
は
、
明
治
三
十
二
年
、

千
古
斧
鉞
を
知
ら
ぬ
鬱
蒼
た
る

密
林
に
覆
わ
れ
た
人
跡
未
踏
の

こ
の
大
地
に
、
開
拓
の
鍬
が
下

ろ
さ
れ
て
か
ら
一
二
〇
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
北
緯
四
十
五
度

の
風
雪
と
酷
寒
に
さ
ら
さ
れ
な

が
ら
も
、
新
天
地
開
拓
の
た
め

に
心
血
を
注
い
だ
先
人
た
ち
の

労
苦
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
茫
漠
た
る
荒
野
は
湿
潤
な
泥

炭
地
で
あ
り
、
人
々
は
大
地
の

恵
み
を
手
に
す
る
た
め
に
、
幾

多
の
困
難
と
闘
っ
て
き
た
の
で

す
が
、
時
に
は
、
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
冷
夏
と
、
繰

り
返
し
襲
い
来
る
洪
水
に
よ
り
、

農
作
物
は
一
夜
に
し
て
壊
滅
さ

れ
た
と
あ
り
ま
す
。

　
幌
延
町
の
歴
史
の
中
に
は
、

筆
舌
に
尽
く
せ
ぬ
先
人
た
ち
の

労
苦
が
秘
め
ら
れ
て
お
り
、
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
と
不
撓
不
屈
の
開

拓
者
魂
に
よ
っ
て
、
本
町
の
礎

を
築
き
上
げ
た
先
人
た
ち
に
対

し
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
と
敬

意
を
捧
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
幌
延
町
の
歴
史
を
顧
み
ま
す

と
、
草
創
か
ら
十
年
後
の
明
治

四
十
二
年
に
は
、
幌
延
村
外
一

ヵ
村
戸
長
役
場
が
現
在
の
元
町

地
区
に
設
置
さ
れ
、
二
百
九
十

二
戸
、
千
二
百
九
十
七
人
が
住

む
に
至
り
ま
し
た
。
大
正
十
二

年
に
問
寒
別
駅
が
、
次
い
で
大

正
十
四
年
に
は
幌
延
・
問
寒
別

間
の
鉄
道
が
開
通
し
、
幌
延
、

上
幌
延
、
安
牛
、
雄
信
内
の
各

駅
が
営
業
を
開
始
し
て
お
り
ま

す
。
昭
和
六
年
に
は
、
住
民
生

活
の
安
全
確
保
の
た
め
公
設
消

防
団
が
設
置
さ
れ
、
昭
和
八
年

に
は
、
関
係
者
の
東
奔
西
走
の

努
力
が
実
り
、
現
在
の
農
業
協

同
組
合
の
前
身
で
あ
る
産
業
組

合
が
設
立
さ
れ
、
度
重
な
る
冷

害
凶
作
に
苦
し
む
農
家
を
支
え

励
ま
し
ま
し
た
。

　
戦
後
、
こ
れ
ま
で
の
苦
難
の

経
験
か
ら
、
酪
農
専
業
に
よ
る

農
業
の
振
興
が
図
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、

昭
和
三
十
二
年
に
乳
牛
が
千
頭

を
超
え
、
昭
和
四
十
四
年
に
は

五
千
頭
に
ま
で
達
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
基
幹
産
業
で
あ
る
酪

農
は
、
乳
牛
の
飼
育
頭
数
七
千

六
百
頭
、
生
乳
生
産
量
三
万
五

千
ト
ン
で
あ
り
、
道
内
で
も
有

数
の
酪
農
の
町
と
し
て
発
展
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
商
工
業
に

お
き
ま
し
て
も
、
経
営
力
の
強

化
と
近
代
化
が
進
め
ら
れ
る
な

ど
、
経
営
の
安
定
と
消
費
者
の

利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
町
で
は
、
平
成
十

三
年
四
月
に
幌
延
深
地
層
研
究

セ
ン
タ
ー
が
開
所
さ
れ
、
そ
の

後
、
幌
延
地
圏
環
境
研
究
所
も

開
設
と
な
り
、
町
内
に
お
い
て

最
先
端
技
術
の
研
究
が
行
わ
れ

る
と
と
も
に
、
町
の
人
口
減
少

の
抑
制
や
地
域
の
活
性
化
が
図

ら
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
点

に
お
い
て
地
域
振
興
に
寄
与
さ

れ
、
町
・
住
民
・
商
工
業
者
が

そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
と
こ
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